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本稿は，著者の永年の〇〇〇〇の研究を，研究解説としてまとめたものである．
１．用　　紙
原稿はA4の用紙に作成する．上23mm，下25mm，左右19.5mmのマージンをとる．作成手順に従って，段幅22字，段間隔2字の2段組み，1ページ47行として記す．ページ番号を原稿の右上マージンに鉛筆で軽く記す．最終ページの引用文献のあとに，差し支えなければ執筆者の顔写真と略歴を記す．ページ数は4ページを基本とするが，増減は問わない．
２．フォント及び行間隔

2-1　日本文には指定のフォントを用いる．
句読点にはコンマ，ピリオド（，．）を用い，日本文中の英数字は半角で記す．タイトル・見出しにはゴシックを用いる．図の説明文等の英文，ローマ字にはCenturyあるいは類似フォントを用いる．フォントサイズ及び行間隔は，この作成手順中に示した．

2-2　区分け
　本文の区分け，項目は1.　○○のようにして左寄せとし，前に1行空行を設ける．細目は1-2　○○，2-2-2　○○ようにして左寄せとし，前に空行を設けない．謝辞及び文献にはポイントシステムを適用しない．本文の段落の始めは1字あける．緒言，概要など，2文字の項目には間にスペースを2文字入れる．

３．記号及び式

　ベクトルやテンソル（ボールドイタリック体）を除く記号はイタリック体で記す．単位記号やsin，expなどの関数名はローマン体で記す．関数と引数の間を1字あける．＋，＝，＞．±等の前後には1字あける．独立した数式には(1)，(2)等の番号を右寄せで付け，式の上下に1行程度の空行を設ける．カメラレディ原稿では，添字が小さいと刷り上りで不鮮明になることがあるので注意が必要である．
４．図及び表

　図表の幅は半段または全段とする．Fig．1，Table 1のように通し番号を付ける．写真もFig．として図と連続した番号を付ける．図の説明は図の下に，表の説明は表の上に9pt．で記す．説明文が1行に収まる場合には，中央取りとする．説明文が複数行に及ぶ場合には，図表番号以降の説明文を両端揃えとする．表には原則として縦線を入れない．表中の項目や数値で注釈を与えるものには上付き文字a），b）などを添え，注釈を表の下に一括して記す．図表と本文の間には1行程度の空行を設ける．

　尚，掲載は，原則モノクロ掲載とする．
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Fig.1　Time dependence of the Yield of A
Table 1 Yield of A

                        Yield(%)
  Time(min) 
                  80℃   50℃   20℃

     1            82      32      12
     3            91      74      16
     5            92      88      32
     7            93      92      52
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この作成手順書は，解説原稿を学会誌掲載様式に仕上げる為の作成方法について述べてる．パソコンのOS，使用アプリケーションやプリンタードライバーによってはこのマニュアル指定通りにレイアウトできない場合も起こり得るが，出来る限りこの様式に従うことが望ましい．指定と著しく異なる場合，または，様式通りの作成が難しい場合は事務局まで連絡のこと
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